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－ 安全データシート（SDS） －

1．製品名及び会社情報

製品の名称 ： ケミカルアンカー・PG タイプ

（ノンスチレンタイプ）

会社名 ： 日本デコラックス株式会社

  住所 ： 愛知県丹羽郡扶桑町柏森字前屋敷 10 
担当部門 ： 本社工場品質保証課

電話番号 ： 0587-91-3560 
 FAX 番号 ： 0587-91-3509 

推奨用途・使用上の制限 ： あと施工用接着系アンカー

上記以外の用途での使用はしないこと。

2．危険有害性の要約

 GHS 分類

物理化学的危険性 ： 有機過酸化物 ： 分類対象外【硬化剤】

健康に対する有害性 ： 急性毒性（経皮） ： 区分 4 
皮膚腐食性・刺激性 ： 区分 2 
眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 ： 区分 2A 
皮膚感作性 ： 区分 1 

環境に対する有害性 ： 水生環境急性有害性 ： 区分 1 

上記に記載のない危険有害性は、分類対象外か、分類できない。

GHS ラベル要素

注意喚起語 ： 警告

危険有害性情報 ： 皮膚に接触すると有害（経皮）

皮膚刺激

強い眼刺激

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

水生生物に非常に強い毒性
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3．組成、成分情報（カプセルに関する情報）

単一製品・混合物の区別 ：混合物

成分
含有率※

（Wt％）
化学式 CAS No. 

官報公示整理番号

（化審法、安衛法）

変性ﾋﾞﾆﾙｴｽﾃﾙ樹脂 10～15 社外秘 － 登録済み

ﾒﾀｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ 7～10 社外秘 登録済み 登録済み

ﾈｵﾍﾟﾝﾁﾙｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞｱｸﾘﾚｰﾄ 9～13 C11H16O4 2223-82-7 （2）－958 
シリカ 3～6 SiO2・nH2O 112926-00-8 （1）－548 

ﾒﾁﾙﾄﾘﾒﾄｷｼｼﾗﾝ 0.1 未満 C4H12O3Si 1185-55-3 （2）－2052 
過酸化ベンゾイル 3～6 C14H10O4 94-36-0 （3）－1349 

硫酸カルシウム 6～10 CaSO4 7778-18-9 （1）－193 

骨材

（主に二酸化ケイ素）
13～19 

SiO2

（主成分）
7631－86－9 天然物

ガラス 28～38 － － －

シート（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ） 0.2 未満 － － －

※含有率：カプセル重量に対しての各成分の重量パーセント

注意書き

【安全対策】 ： 使用前に取扱説明書を入手し、全ての安全注意を理解するまで取り扱わな

いこと。

保護手袋、保護眼鏡、保護面、保護衣を着用すること。

屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。

取扱い後は良く手を洗うこと。

汚染された作業着は作業場から出さないこと。

環境への放出を避けること。

本来の用途以外には使用しないこと。

    【救急処置】 ： 皮膚に付着した場合は、多量の水と石鹸で洗うこと。皮膚刺激などがある

場合には、医師の診断、手当てを受けること。

吸入した場合には、直ちに空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢

で休息すること。気分の悪い場合には医師の診断、手当てを受けること。

眼に入った場合には、水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを

着用していて、容易に取り外しができる場合には、外して洗うこと。

眼の刺激がある場合には医師の診断、手当てを受けること。

暴露または暴露の懸念がある場合には、医師の診断、手当てを受けること。

火災の場合には、適切な消化方法をとること。

      【保管】 ： 容器を密閉にして、日光の当たらない、涼しく換気の良いところで施錠し

て保管すること。

      【廃棄】 ： 内容物や容器は、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者

に業務委託すること。

国／地域情報 ： 【樹脂】

消防法 危険物 第四類 第三石油類 「火気厳禁」 危険等級Ⅲ
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4．応急措置

眼に入った場合 ： 直ちに 15 分以上多量の水で注意深く洗うこと（容易にコンタクトレン

ズを外せる場合は、外して洗うこと）。その後、医師の診断、手当てを

受けること。ガラスの破片などで眼球を傷つける危険があるのでこすら

ない。

皮膚に付着した場合 ： 皮膚と接触した場合は、直ちに多量の水又は石鹸水で洗い流すこと。ま

た、衣類などが汚染された場合は、衣服を脱ぎ、直ちに石鹸などで洗い

落とすこと。皮膚刺激などの異常がある場合は、直ちに医師の診断、手

当てを受けること。

吸入した場合 ： 新鮮な空気の場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

気分が悪い時は、直ちに医師の診断、手当てを受けること。

飲み込んだ場合 ： 意識がある場合は、直ちに水で口内をすすぎ洗い、その後多量の水を飲

ませること。また、直ちに医師の診察、手当てを受けること。

被災者の意識がない場合は、口から何も与えてはならない。

予測される急性症状及び、

遅発症状、ならびに最も重

要な兆候及び症状

： 眼、皮膚の発赤、めまい、頭痛、吐き気、脱力感、意識低下、アレルギ

ー、喘息、肺水腫、アレルギー性皮膚炎などの症状を起こす。

喘息、肺水腫の症状は遅くなって現れる場合が多く、安静に保たないと

悪化する。

応急措置をする者の保護 ： 火気に注意する。呼吸用保護具、保護手袋を着用する。

医師に対する特別注意事項 ： 安静に保ち、医学的な経過観察が不可欠である。

本製品梱包容器のラベルに記載された注意事項又は、MSDS を提示す

る。

5．火災時の措置

消火剤 ： 粉末消火剤、二酸化炭素、泡消火剤、乾燥砂

使用してはならない消火剤 ： 棒状注水

火災時の特有の危険有害性 ： 加熱により容器が爆発するおそれがある。

火災によって、刺激性、腐食性及び／又は毒性のガスを発生する恐れが

ある。

極めて燃えやすく、熱、火花、火炎で容易に発火する。

特定の消火方法 ： 初期の火災には、粉末消火剤、二酸化炭素、乾燥砂などを用いる。

大規模火災では、泡消火剤などを用いて空気を遮断することが有効。

移動可能な場合には、速やかに火災区域から容器を移動する。

消火後も大量の水で十分に容器を冷却する。

上記に示す消火剤で消火効果が見込めない大規模火災の場合には、散水

する。

移動不可能な場合には、容器及び周囲に散水して冷却する。

消火を行う者の保護 ： 消火作業の際には、有害なガスを吸い込まないように風上、又は自給式

呼吸器、保護衣服などの保護具を着用する。

爆発の危険性があるため、近寄らず安全な距離を保つ。

6．漏出時の措置

人体に対する注意事項 ： 漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。

作業をする際は、必ず保護具を着用し、風上から行う。

保護具及び緊急措置 ： 直ちに全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離し、関係者以外の

立ち入りを禁止する。

作業者は適切な保護具（「8．暴露防止及び保護措置」の項目を参照。）

を着用し、眼、皮膚への漏洩物の接触や、ガスの吸入を避ける。

漏洩しても火災が派生していない場合には、密閉性の高い、不浸透性の
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保護衣を着用する。

適切な保護衣を着用していないときは、破損した容器又は、漏洩物に触

れてはいけない。

漏洩物による火災発生に備えて、消火設備を用意する。

密閉された場所に入る際は、必ず換気を行う。

環境に対する注意事項 ： 漏洩物が河川、下水、排水路などへの流出を防止する。

土壌、河川などの環境中に放出してはならない。

回収、中和 ： 少量の場合、漏洩物を密閉式容器に可能な限り集める。又は、乾燥土、

ウエス、砂、不燃材料で吸収し、密閉できる容器に回収した後、廃棄処

理する。漏洩物を吸収したものを集めるときは、清潔な帯電防止工具を

用いる。

大量の場合、盛土で囲って流出を防止し、安全な場所に導いて回収する。

封じ込め及び浄化の方法、

機材

： 漏洩物を取り扱う時に用いる全ての設備は接地する。

危険でなければ漏れを止める。

蒸気抑制泡は、蒸気濃度を低下させるために用いる。

漏洩物除去後、汚染現場を水で完全に洗浄する。

二次災害の防止策 ： 全ての発火源を速やかに取り除く。（近傍での喫煙、火花、火炎の禁止。）

付近の着火源となるものを速やかに取り除く。

排水溝、下水溝、地下室などへの流出を防ぐ。流出した場合は、直ちに

地方自治体の公害関連部署に連絡する。

予測される二次災害について、事前に関連組織（消防など）に連絡する。

7．取り扱い及び保管上の注意

取り扱い

技術的対策 ： 火気、スパークを近づけない。また、付近に着火源を置かない。

直火による加熱及び 40℃以上の加熱は行わない。

「8．暴露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用

すること。

局所排気、全体排気 ： 「8．暴露防止及び保護措置」に記載の局所排気装置、保護具を着用す

ること。

安全取扱い注意事項 ： 使用前に取扱説明書を入手し、すべての安全上の注意事項を理解するま

で取り扱わないこと。

火気厳禁。周囲での火気、火花が発生するものや、高温点火源を付近で

使用しないこと。

容器を無理に転倒させる、落下させる、衝撃を加える、又は引きずるな

どの乱暴な取り扱いをしてはならない。

適切な保護具を装着し、眼や皮膚への接触、蒸気などの吸入を避けるこ

と。

取扱い後はよく手を洗うこと。

環境への放出を避けること。

屋外又は、換気の良い区域で使用すること。または排気目的の換気を行

うこと。

本製品を取り扱う際は、飲食ならびに喫煙をしないこと。

接触回避 ： 「10．安全性及び反応性」を参照。

保管

技術的対策、保管条件 ： 容器は直射日光を避け、密閉して換気の良い冷暗所に保管すること。

消防法、労働安全衛生法の法令に従うこと。

消防法危険物 1、6 類と混載してはならない。
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火気、火花、高温点火源などの着火源から遠ざけること。

漏洩対策をし、施錠して保管すること。

保管場所は耐火構造内に保管する。

混触危険物質 ： 「10．安全性及び反応性」を参照。

安全な容器梱包材料 ： 製品梱包形態で保管すること。

8．暴露防止及び保護措置

管理濃度 ： 情報なし

許容濃度（暴露限界値、

生物学的暴露指標）

： ACGIH 勧告値（2008 年版） TWA 
TWA 

10mg/m3【硫化カルシウム】

5mg/m3【過酸化ベンゾイル】

設備対策 ： 屋内で使用する場合は、全体換気又は局所排気装置を設置する。

取り扱い場所付近には、洗眼、うがい、手洗い設備を設ける。

静電気放電に対応する予防措置を講ずること。

破損容器を密閉できる容器を備え、ミストなどの拡散防止措置を行うこ

と。

保護具

 呼吸器の保護具 ： 有機ガス用防毒マスク、送気式もしくは、自給式呼吸器を推奨。

 手の保護具 ： 不浸透性保護手袋

 眼の保護具 ： 側板付き保護眼鏡（普通眼鏡型もしくはゴーグル型）また、樹脂、ガラ

スなどの飛散が想定される場合は、顔面覆いの防災面を着用。

 皮膚の保護具 ： 長袖作業着、安全靴など（必要に応じて耐油性保護衣服、耐油性保護長

靴など）

衛生対策 ： 本製品を使用する時は、飲食又は、喫煙をしないこと。

取扱い後は、よく手を洗うこと。

9．物理的及び化学的性質（カプセル内容物に関する情報）

外観

（物理的状態、形状、色等）

： 淡黄色の粘稠な液体【樹脂】 

白色粉体【硬化剤】 

臭い ： 特有な臭い【樹脂、硬化剤】

引火点 ： 130℃（最低引火点採用）【樹脂】

比重（相対密度） ： 約 1.0～1.2（25℃）【樹脂】

溶解性 ： 水には不溶、エステル、ケトン、芳香族炭化水素に可溶【樹脂】

水には不溶、アセトン、トルエン、ベンゼンなどの溶剤には易溶、メタ

ノール、エタノールなどの溶剤には可溶。【硬化剤】

粘度 ： 約 1,300～2,600mPa・s（25℃ BM 型）【樹脂】

10．安定性及び反応性

安定性 ： 密閉状態で遮光環境下では安定。【樹脂】

熱に対して不安定。高温になると急速に分解し、破裂するおそれがある。

【硬化剤】

反応性 ： 知見なし。

アミン類、酸、アルカリ、遷移金属化合物、その他の感原生物質などと

の接触により、爆発的に分解が促進される場合がある。【硬化剤】

避けるべき条件 ： 40℃以上の高熱、直射日光、スパーク、裸火、衝撃など。

混触危険物質 ： 強酸、強アルカリ、強酸化剤、金属粉など。

通気性の高い物質、有機溶剤に可溶性の物質。
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危険有害な分解生成物 ： 一酸化炭素、二酸化炭素

11．有害性情報

下表に樹脂及び、危険有害成分（単体）についての有害性情報データを示す。

項目
樹脂

（ﾒﾀｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ）

ﾈｵﾍﾟﾝﾁﾙｸﾞﾘｺｰﾙ

ｼﾞｱｸﾘﾚｰﾄ

過酸化ﾍﾞﾝｿﾞｲﾙ

(ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞｲﾙﾊﾟｰｵｷｻｲﾄﾞ純品) 

急性毒性(経口) 区分外 分類できない

区分外

LD50：5000mg/kg のレベルで毒性認

められず。

急性毒性(経皮) 区分 5 区分 3 
分類できない

LD50：24g/kg/30Wl 

急性毒性(吸入・ガス) 分類できない 分類できない 分類対象外（固体のため）

急性毒性(吸入・蒸気) 区分 4 分類できない 分類できない。

急性毒性

(吸入・粉塵、ﾐｽﾄ) 
分類できない 分類できない 区分外

皮膚腐食性・刺激性 区分 2 区分 2 

区分 3 
軽度の刺激性又は、刺激性、腐食性

なしとのデータがあり、ごく軽度の

皮膚刺激物質とされているため。

眼に対する重篤な損傷・

眼刺激性
区分 2A 区分 2A 

区分 2A 
ラビットによる暴露試験において、

24 時間での接触で腐食性はないが、

刺激性が認められているため。

呼吸器感作性 分類できない

区分 1 

分類できない

皮膚感作性 分類できない

区分 1 
ヒトのマキシマイゼーション試験よ

り、強い皮膚感作性が確認されてい

るため。

生殖細胞変異原性 分類できない 分類できない 区分外

発がん性 分類できない 分類できない

区分外

「ヒトへの発がん性があると分類で

きない」（IARC）と記載されている

ため。

生殖毒性 分類できない 分類できない 区分外

特定標的臓器・全身毒性

（単回暴露）
区分 3 分類できない

区分 3 
「ヒトの鼻、咽喉への刺激性あり」

（ACGIH）と記載されているため。

特定標的臓器・全身毒性

（反復暴露）
分類できない 分類できない 分類できない

吸引性呼吸器有害性 区分外 分類できない 分類できない。

12．環境影響情報

環境に対する有害性

水生環境急性有害性 ： 過酸化ﾍﾞﾝｿﾞｲﾙ純品 EC50＝0.07 
水生環境慢性有害性 ： BOD による分解度＝84％  易分解性【過酸化ベンゾイル】

危険有害成分である過酸化ベンゾイルは分解性が高く、水生環境への慢

性有害性の影響は低いと推察される。
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13．廃棄上の注意

製品を廃棄する場合 ： 金属容器（ガロン缶等）の中にカプセルを入れ、金属の棒で製品を割っ

て細かく潰し、かき混ぜて硬化させた後に廃棄すること。

廃棄をする場合は、関連法規ならびに地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務を委託する

こと。

廃棄物の処理を委託する場合は、処理業者などに危険性ならびに有害性

を十分に告知の上、処理を委託すること。

14．輸送上の注意

国内規則（消防法：非該当。非危険物【カプセル】）

陸上輸送 ： 消防法の規定に従うこと。

海上輸送 ： 船舶安全法の規定に従うこと。

国際規則

海上輸送 ： IMDG（国際海上危険物規則）コード

  ハザードクラス 非該当  Packing Group 非該当

航空輸送 ： ICAO-TI（国際民間航空機関技術指針）

IATA-DGR（国際航空輸送協会危険物規則）

  ハザードクラス 非該当  Packing Group 非該当

国連番号（UN No.） ： 非該当

品名

(Proper Shipping Name)
： 非該当

Not applicable 
容器等級

（Packing Group）
： 非該当

Not applicable 
海洋汚染物質

（Marine Pollutant）
： 非該当

Not applicable 
輸送の特別の安全対策及

び条件

： 容器の割れ、樹脂漏れなどがないことを確認し、転倒、落下、損傷など

がないように積み込み、荷崩れ防止対策を確実に行うこと。

輸送中に、転倒、落下その他の刺激を与えない。

火気、直射日光、熱源を避け、高温にならないようにする。

0～30℃の範囲で保管すること。

15．適用法令

※製品は消防法上の危険物に該当しない。また、その他該当する適用法令はなし。

以下はカプセル内容物に関する情報を示す。

消防法 ： 危険物第 4 類 第 3 石油類（非水溶性）【樹脂】

労働安全衛生法 ： 名称等を通知すべき危険物及び有害物（法 57 条、施行令第 18 条の 2
別表第 9）

【過酸化ベンゾイル】（政令番号：282）
【シリカ】（政令番号：312）

化学物質排出把握管理促

進法（PRTR 法）

： 該当しない。

毒劇物取締法 ： 該当しない。

16．その他

本製品安全データシート（SDS）の記載内容は、現時点で入手できる資料、データベースに基づいて作

成しており、新しい知見により改訂されることがあります。また、SDS に記載している注意事項は通常

の取り扱いを対象にしたものであり、特殊な取り扱いをされる場合は、用途、使用法に適した安全対策

を実施の上ご利用ください。
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SDS 記載内容について、十分に注意を払って作成していますが、その内容を保証するものではありませ

ん。

参考文献・引用文献 ： 化学品の分類および表示に関する世界調和システム（GHS）
国際化学物質安全カード（ICSC）

   ACGIH （ The American Conference of Govermental Industrial 
Hygienists）
作業環境評価基準

産業衛生学会雑誌

米国連邦規則集（OSHA）

   IARC（IARC Monographs on the Evalution of Carcinogenic Risk to 
Humans）
法規制物質リスト（日本ケミカルデータベース）

   HSDB（Hazardous Substances Data Bank）
   GHS 分類結果データベース（製品評価技術基盤機構 NITE）

記載内容の問い合わせ先 ： 日本デコラックス株式会社 カスタマーセンター

電話番号：0587-91-3501 FAX 番号：0587-91-3505 


